
令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
受
領

答

弁

第

一

七

三

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
七
三
号

令
和
元
年
五
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
「
在
京
当
番
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
「
在
京
当
番
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

「
緊
急
事
態
発
生
時
に
お
け
る
閣
僚
の
参
集
等
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
閣
議
了
解
。
以
下

「
閣
議
了
解
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
観
点
か
ら
、
「
各
閣
僚
が
東
京
を
離
れ
る
場
合
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
副
大
臣
（
内
閣
官
房
副
長
官
を
含
む
。
）
又
は
大
臣
政
務
官
が
代
理
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
各
省
庁
等
に
お
い
て

調
整
し
て
お
く
」
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
各
閣
僚
が
所
属
す
る
省
庁
等
に
お
い
て
は
、
閣
議
了
解
に
従
っ
た
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
文
部
科
学
省
を
含
む
複
数
の
省
庁
等
に
お
い
て
は
、
閣
僚

の
代
理
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
当
該
省
庁
等
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
時
間
内
に
閣
議
了
解
に
定
め
る
場
所
に

参
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
所
在
す
る
こ
と
と
す
る
旨
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

各
省
庁
等
に
お
い
て
は
、
閣
議
了
解
に
従
っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
運
用
を
行
っ
て
お
り
、
第
四
次

安
倍
改
造
内
閣
が
発
足
し
た
平
成
三
十
年
十
月
二
日
以
降
に
つ
い
て
調
査
し
た
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
調
整
し
た
内
容

と
異
な
る
運
用
が
な
さ
れ
た
事
実
は
把
握
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

一



政
府
と
し
て
は
、
危
機
管
理
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
閣
議
了
解
に
従
っ
て
適
切
に
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
御
指
摘
の
よ
う
な
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二


